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ⅠⅠⅠⅠ 奈良県の基本方針奈良県の基本方針奈良県の基本方針奈良県の基本方針

「新型コロナウイルス」という未知の

敵との戦いに当たって、奈良県では、

３点の基本方針３点の基本方針３点の基本方針３点の基本方針により対処してきた。
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方針１ 感染者を早期発見・即時隔離

し、感染された全ての方全ての方全ての方全ての方に入

院治療、宿泊療養を提供する。

方針２ 重症化予防重症化予防重症化予防重症化予防により、死亡死亡死亡死亡や後

遺症の発生をおさえる。

方針３ 感染経路の類型を明確化類型を明確化類型を明確化類型を明確化し、

類型に応じた明確な注意明確な注意明確な注意明確な注意をす

る。

ⅠⅠⅠⅠ 奈良県の基本方針奈良県の基本方針奈良県の基本方針奈良県の基本方針
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ⅡⅡⅡⅡ 外来診療・検査の状況外来診療・検査の状況外来診療・検査の状況外来診療・検査の状況

検査が身近なところで受けやすい環境を整えることで、

感染者を早期発見



発熱外来認定医療機関発熱外来認定医療機関発熱外来認定医療機関発熱外来認定医療機関

認定基準 ① 発熱患者の診察と感染リスクのある方への検査実施
② 適切な感染対策

・疑い例とその他の患者とが可能な限り接触しない動線の確保
・検体採取時に求められる個人防護具（PPE）に関する知識とその準備 等
（着衣・脱衣場所の設定含む）

③ 必要な検査体制の確保
・検査の準備、検体の採取から提出までの検査手順の確立
・検査方法に応じた適切な診療報酬の請求 等

④ 検査件数及び結果の報告
⑤ 認定を受けた場合の公表

診察形態 医療機関の屋内や屋外の他、在宅（居宅）、介護保険施設や社会福祉施設など
発熱外来認定医療機関の認定の状況を奈良県公式ホームページ等で公表（地域別の認定医療機関の数など）。
医療機関が自らのホームページに掲載するなど、発熱外来認定医療機関であることを広告する場合は、
県ホームページで認定医療機関の名称や所在地等を公表する必要があります。

発熱患者を診察する一般の医療機関を「帰国者・接触者外来と

同様の機能を有する医療機関」として県が認定

検査ができる身近な医療機関検査ができる身近な医療機関検査ができる身近な医療機関検査ができる身近な医療機関

ホームページへの掲載や院内掲示、患者や家族
等への個別説明など、いずれかの適切な方法に
より、診療にあたっての留意事項を知らせる。
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参考資料５

発熱外来認定医療機関として、3月22日時点で316診療所･

病院を認定

発熱外来認定医療機関の認定状況発熱外来認定医療機関の認定状況発熱外来認定医療機関の認定状況発熱外来認定医療機関の認定状況
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運用病床の拡大の経緯

第１波 最大２４０床（６病院）

ピーク時占有率 ７８％（4月22日 ５０名／６４床）

第２波 最大２００床（９病院）

ピーク時占有率 ５３％（8月23日 １０５名／２００床）

第３波 ３７２床（１５病院）

３月２２日時点の占有率１７％（６２名／３７２床）

運用病床の拡大に努め、３月２２日時点において１５病院

で３７２床を運用

9

ⅢⅢⅢⅢ 入院医療体制の状況入院医療体制の状況入院医療体制の状況入院医療体制の状況



運用病床

病院別内訳

病床数

（床）

奈良県立医科大学附属病院 80

奈良県総合医療センター 74

南奈良総合医療センター 38

奈良県西和医療センター 37

公立公的病院 A 34

（独）国立病院機構 奈良医療センター 30

済生会中和病院 14

大和高田市立病院 12

生駒市立病院 12

（独）国立病院機構 やまと精神医療センター 11

（独）地域医療機能推進機構 大和郡山病院 10

民間病院 B 8

国保中央病院 6

済生会奈良病院 4

民間病院 Ｃ 2

計 372

※ 重症対応病床を含む

入院病床の確保状況入院病床の確保状況入院病床の確保状況入院病床の確保状況
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入院病床の占有率の状況入院病床の占有率の状況入院病床の占有率の状況入院病床の占有率の状況

空き３１０床

占有率１７％
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3月22日時点
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重症対応重症対応重症対応重症対応病床病床病床病床の確保状況の確保状況の確保状況の確保状況

運用病床

病院別内訳

病床数

（床）

奈良県立医科大学附属病院 14

奈良県総合医療センター 6

南奈良総合医療センター 2

奈良県西和医療センター 2

公立公的病院 A 2

大和高田市立病院 2

民間病院 C 2

計 30



重症対応重症対応重症対応重症対応病床病床病床病床の占有率の状況の占有率の状況の占有率の状況の占有率の状況

空き２５床

占有率１７％
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3月22日時点



宿泊療養施設では、常駐看護師２名、毎日１回医師の

定期巡回により、入所者の健康観察を実施

症状変化時には、速やかに入院調整

運用室数

施設別内訳

室数

（室）

東横ＩＮＮ奈良新大宮駅前［令和2年4月24日～］ 114

（旧）ホテルフジタ奈良［令和2年12月30日～］ 87

ビジネスホテル大御門［令和2年12月30日～］ 53

計 254

宿泊療養の確保状況宿泊療養の確保状況宿泊療養の確保状況宿泊療養の確保状況
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宿泊療養の占有率の状況宿泊療養の占有率の状況宿泊療養の占有率の状況宿泊療養の占有率の状況

空き２４１室

占有率５％
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3月22日時点



ⅣⅣⅣⅣ 今後の取組今後の取組今後の取組今後の取組

引き続き、３点の基本方針を堅持し、

医療提供体制の確保に取り組む。
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